
＜平成３１（令和元）年度 展覧会計画＞                  岐阜県博物館 

日 程 概 容 

企画展 

 

４／２７（土） 

  ～ 

６／２３（日） 

ひだの地質紀行 ―ようこそ 自然豊かな飛騨の大地へ― 

岐阜県北部の飛騨地方は、日本最古の化石や恐竜の化石、国内最古級の岩石などが発見

された地域であり、まさに日本列島の骨格となる大地が広がる地域です。北アルプスの山々

が連なる豊かな自然は、様々な生物や人々の暮らしに恩恵をもたらしています。 

本展では、この自然豊かな飛騨地方の大地の姿を当館が所蔵する標本を中心に展示し、

飛騨地方のすばらしい大自然を紹介します。 

博物館・図書館 

連携企画展 

【会場：県図書館】 

４／２７（土） 

  ～ 

６／１９（水） 

岐阜の山城調査 ―フィールドワークの魅力― 
山中に残る山城跡及び平地の館跡などの城館跡は、地域の歴史を物語る重要な文化財で

す。岐阜県内に８００か所以上も確認されている城館跡は、山城の堀や曲輪、土塁などの

施設が地表面で観察できることから、興味があれば誰もが研究者となりうる身近な研究対

象といえます。 

本展では、平成８年度から１６年度にわたって岐阜県教育委員会が行った「岐阜県中世

城館跡総合調査」などの成果を展示しながら、山城調査の意義や魅力を紹介します。 

移動展 

【会場：飛騨高山

まちの博物館】 

６／２９（土） 

  ～ 

８／２５（日） 

ヒアリがやってくる ―外来生物とはなにものか― 
岐阜県は、地域によって気候や地形に大きな差があり、飛騨山脈に生息するライチョウ

や濃尾平野に特有な淡水魚など、多様な生物が見られます。その一方で、アライグマなど

の外来生物がふるさとの生物多様性に大きな影響を与えています。 

今回の移動展では、当館が所蔵する外来生物の剥製等を中心に標本資料を展示すること

で岐阜県で見られる外来種の現状を知り、ふるさとの豊かな自然が抱える問題を考えます。 

特別展 

 

７／１２（金） 

  ～ 

９／８（日） 

剣精霊貫白虹 ―幕末美濃の剣豪と名刀―  

幕末動乱期、江戸と京の間に位置する美濃には、水戸天狗党や東山道鎮撫隊、和宮降嫁

の往来があり、一党が敵味方に分かれる郡上・凌霜隊や高須四兄弟の悲劇がありました。 

 新撰組・近藤勇を斬首した旗本岡田家剣術指南役・横倉喜三次を中心に、幕末美濃の群

像を取り上げ、併せて、幕末から明治期の新々刀を紹介します。この時代の名工・源清麿

や美濃の御勝山永貞の名刀を出品します。 

【令和改元記念事

業】特別展 

 

９／２０（金） 

  ～ 

１１／１７（日） 

岐阜は日本のど真ん中 ―岐阜県植物誌は語る― 
令和元年の今夏、平成時代のおよそ 20年の歳月を費やした「岐阜県植物誌」が発刊され

ました。当館所蔵資料を中心におよそ 13万点もの植物標本を用いた調査研究が進められ、

完成したこの「岐阜県植物誌」には、種ごとの検索表、全種の分布図、代表的な植物の植

物画の紹介があり、全国に誇る質の高い植物誌です。 

本特別展では、この岐阜県植物誌に示された植物の分布状況を根拠とし、岐阜が「日本

のど真ん中」であることを、新たな岐阜の魅力として紹介します。 

企画展 

１１／２３（土・祝） 

  ～ 

１／２６（日） 

岐阜の城館探訪 ―城が語る郷土の歴史― 
お城は歴史的出来事の舞台であり、地域の歴史を語る証人です。現在も地域のシンボル

的な役割を担っているものも少なくありません。岐阜県内には８００か所もの城館跡があ

り、各地で発掘調査も行われています。 

本企画展では、県内の特徴的な城館跡について、その調査成果から地域の歴史を見直し

ていきます。 

博物館・図書館 

連携企画展 

【会場：県図書館】 

１／１８（土） 

  ～ 

３／１５（日） 

清流長良川 ―鮎を育む自然と文化― 
 岐阜県では、長良川流域における人々の生活、水循環、漁業資源が連携する里川のシス

テムについて、世界にも特殊性があると評価され、平成２７年１２月に、「清流長良川の鮎

（長良川システム）」として、世界農業遺産に登録されました。 

 本展では、長良川の多様な自然のあらまし、鵜飼などの伝統漁法、水とつながる伝統工

芸品を中心に展示し、世界農業遺産に指定された長良川の自然と文化を紹介します。 

 


